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──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名

市長 …………………… 白川 博一君 副市長 ………………… 久田 賢一君

教育長 ………………… 須藤 正人君

壱岐島振興推進本部理事 ………………………………………………… 松尾 剛君
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──────────────────────────────

午前10時00分開会

○議長（牧永 護君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は２０名であり、定足数に達しております。

ただいまから平成２１年第４回壱岐市議会定例会を開会いたします。

これから、議事日程表第１号により本日の会議を開きます。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（牧永 護君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会議録署名議員は、壱岐市議会会議規則第８１条の規定により、１１番、中村出征

雄議員及び１２番、鵜瀬和博議員を指名いたします。

────────────・────・────────────

日程第２．会期の決定

○議長（牧永 護君） 日程第２、会期の決定を議題とします。

本定例会の会期につきましては、去る１１月２６日、議会運営委員会が開催され、協議をされ

ておりますので、議会運営委員長に対し、協議結果の報告を求めます。豊坂議会運営委員長。

〔議会運営委員長（豊坂 敏文君） 登壇〕

○議会運営委員長（豊坂 敏文君） 議会運営委員会の報告をいたします。

平成２１年度第４回壱岐市議会定例会の議事の運営について協議のため、去る１１月２６日、

議会運営委員会を開催いたしましたので、その結果について報告いたします。

会期日程案につきましては、各議員のお手元に配付しておりますが、本日から１２月１７日ま
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での１４日間との申し合わせをいたしました。

本定例会に提案されます案件は、条例制定２件、条例改正２件、平成２１年度補正予算関係

７件、その他６件の合計１７件となっております。また、請願１件、陳情１件を受理しておりま

すが、お手元に配付のとおりであります。なお、この２件につきましては、当委員会で協議の結

果、委員会付託とすべきものに分類さしていただきましたので御了承願います。

本日は、会期の決定、議長の報告、市長の行政報告の後、本日送付された議案の上程、説明を

行います。

１２月５日から８日まで休会としておりますが、一般質問並びに質疑についての通告をされる

方は、１２月７日正午までに提出をお願いします。

１２月９日は、議案に対する質疑を行い、質疑終了後、所管の委員会へ審査付託を行いますが、

質疑をされる場合は、できる限り、事前に通告されるようにお願いをいたします。

なお、上程議案のうち、平成２１年度一般会計補正予算につきましては、議長を除く議員全員

で構成する特別委員会を設置して審査すべきということを確認いたしましたので、よろしくお願

いいたします。

１２月１０日と１１日の２日間で一般質問を行います。

質問の順序は、受け付け順のくじにより、番号の若い順とし、質問時間については、答弁を含

め５０分の時間制限とします。また、質問回数については、制限をしないこととします。

なお、同一趣旨の質問につきましては、質問者間でぜひ調整をお願いいたしたいと思います。

また、通告書についても、市長の適切な答弁を求める意味からも、質問の趣旨を明快に記載さ

れるようあえてお願いをいたします。

１２月１４日と１５日を委員会開催日としております。

１２月１７日、本会議を開催し、各委員長の報告を受けた後、議案等の審議、採決を行い、全

日程を終了したいと思います。

以上が、第４回定例会の会期日程案であります。円滑な運営に御協力を賜りますようにお願い

を申し上げ、報告といたします。

〔議会運営委員長（豊坂 敏文君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本

日から１２月１７日までの１４日間としたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（牧永 護君） 御異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から

１２月１７日までの１４日間と決定いたしました。

────────────・────・────────────
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日程第３．諸般の報告

○議長（牧永 護君） 日程第３、諸般の報告をいたします。

平成２１年第４回壱岐市議会定例会に提出され、受理した議案等は１７件、請願１件、陳情

１件であります。

次に、監査委員より例月出納検査及び定期監査の報告書が提出されており、その写しをお手元

に配付しておりますので、御高覧願います。

次に、系統議長会であります。

１０月２７日、東京都において、長崎県市町村議会議長会による長崎県選出国会議員への要望

活動がなされ、出席いたしました。

要望内容は、全体で２４項目、当市からは、「医師確保対策」、「原の辻遺跡の整備と維持管

理」、「離島架橋の早期実現」の３項目について要望を行ったところであります。また、「議員

年金制度」についても要望がなされたところであります。

次に、１０月２９日、沖縄県那覇市において、九州市議会議長会の臨時総会を代行する、第

３回理事会が開催され、出席いたしました。

各県支部から提出された１６議案について審議され、国に対して要望を行うことが決定されま

した。また、全国市議会議長会への提出議案として、正議案２件「地域医療の充実確保につい

て」と「九州における高速交通網の整備充実について」、予備議案として「新たな過疎対策法の

制定について」の１件が決定されたところであります。

次に、１１月２日、対馬市において、長崎県離島三市市長・議長会議が開催され、出席をいた

しました。この会議は、壱岐市・対馬市・五島市の三市が、共通する課題の解決について連携を

図ることを目的として設置されたものであります。会議では、「航路対策」、「国境離島新法の

制定及び離島振興法の見直し」、「観光の３島連携」、「情報通信網の整備」などについて協議

を行ったところであります。

また、同じ国境離島という立場で、新上五島町から同会議に参加したい旨の申し出があり、次

回からの参加が了承されたところであります。

次に、１１月５日、長崎県庁において、県離島振興市町村議会議長会及び県町村議会議長会に

よる、知事への要望を行い、離島の抱える課題１５項目について要望を行いました。

次に、１１月１０日、東京都において開催された、第２８回離島振興市町村議会議長全国大会

に出席いたしました。

会議では、大会宣言の後、要望事項１１項目が提案され、審議・決定の後、決議がなされ、そ

れぞれ実行運動を行うことが決定されました。

翌１２日には、長崎県離島振興市町村議会議長会と町村議会議長会による、地元選出国会議員
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に対する要望行動がなされ、全体で３０項目、当市からは、「三島大橋と原島大橋架橋の早期実

現」と「医師確保対策」の２項目について要望いたしました。

次に、１１月２０日、東京都において、長崎県市長会及び長崎県市議会議長会共同による長崎

県選出国会議員への要望運動が実施され、白川市長とともに出席いたしました。

要望事項は、重点事項として「平成２２年度予算編成について、地方の意見を十分反映させる

ことと、地方交付税の総額確保をすること」、「地方にとって真に必要な道路の整備を行うこ

と」さらに「九州新幹線長崎ルートの早期整備について」の３項目、また、当市からは「離島航

路維持のための財政支援」及び「離島・へき地における緊急医療の維持」について要望を行った

ところであります。

以上のとおり、系統議長会に関する報告を終わりますが、詳しい資料等につきましては、事務

局に保管しておりますので、必要な方は御高覧を願います。

次に、本定例会において議案等説明のため、白川市長を初め、教育委員会委員長に説明員とし

て出席を要請しておりますので、御了承願います。

以上で、私からの報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第４．行政報告

○議長（牧永 護君） 次に、日程第４、行政報告を行います。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） おはようございます。行政報告を行います。

本日、ここに平成２１年第４回市議会定例会を招集いたしましたところ、議員皆様には、御健

勝にて御出席を賜り、厚くお礼を申し上げます。

さて、民主党を中心とした新政権において、平成２１年度の補正予算のうち、約２兆９,０００億

円の執行停止が決定され、また行政刷新会議によります事業仕分けなど行政の無駄を排除すると

いう方針のもと、各種事業の見直しが精力的に行われております。こうした事業の見直しが行わ

れる中、本市に大きく関連があります、地域情報通信基盤整備推進事業につきましては、予定ど

おりの事業採択の内定をいただき、また事業仕分けにおいても、影響がある事業もございますが、

離島航路関係補助につきまし要求どおりとの決定がなされるなど、一部、離島に配慮した決定も

なされております。

今後、こうした各種事業の見直しを参考に、平成２２年度の予算編成が本格化されるところで

ございますが、平成２２年度の一般会計の税収は、２５年ぶりの低水準となる３７兆円程度に落

ち込むとの報道がなされ、今後の見通しは、非常に厳しい状況にあります。

一方で、非常に厳しい経済情勢の中、国におきましては、平成２１年度第２次補正予算の検討
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がなされ、雇用対策や環境対策を中心に追加経済対策の規模は、７兆円に達する見通しとの報道

もなされており、本市といたしましては、今後も、こうした動向を的確に把握し、市民皆様の生

活・福祉の向上、産業経済の振興など、本市発展のために最大限努力してまいりますので、議員

各位におかれましても、御協力賜りますようお願いいたします。

次に、去る１１月３日、平成２１年秋の叙勲受章者が発表され、本市から、県議会議員を２期

８年間務められ長崎県また本市発展に御尽力いただきました、平田賢次郎様が旭日双光章を、ま

た長年、消防防災に貢献されました元郷ノ浦町消防団副団長、岡部邦男様が瑞宝単光章を受章さ

れました。

また、２００８年漁業センサス功績者として、石田町の住吉直満様が農林水産大臣表彰を、ま

たボランティア功労者として、あゆみの会様が厚生労働大臣感謝状を、さらに社会教育功労者と

して現壱岐市社会教育委員の山本義人様が文部科学大臣表彰をそれぞれ受賞されました。

さらに、１１月２０日には、県民表彰受賞者が発表され、本市から産業商工部門で、前壱岐市

商工会会長、長田玄一郎様が、教育文化部門で、現長崎県ソフトボール協会副会長、辻川有也様

が受賞されております。

受賞の栄に浴された皆様に対しましては、今日まで築かれた御功績に対し深甚なる敬意を表し

ますとともに、このたびの栄誉を心からお慶び申し上げます。

それでは、前定例会以降、今日までの市政の重要事項について、御報告申し上げ、議員皆様の

御理解と御協力を賜りたいと存じます。

まず、行財政改革について、でございますけれども、本市の財政状況と行財政改革について、

申し上げます。

２１世紀を迎え、本格的な地方分権時代が到来する中、地方自治体は住民皆様の負託にこたえ、

地域の実情に応じた個性豊かなまちづくりを進めることが求められています。

本市においても、自治機能を強化し、市民とともに魅力ある地域社会の実現に取り組む必要が

ありますが、そのためには持続する財政基盤が必要不可欠であります。

本市の財政状況は、バブル崩壊後の景気低迷の影響等により市税収入が減少を続けており、ま

た地方交付税は合併算定がえによる特例措置が平成２６年度から縮減され、主要一般財源収入は、

今後、さらに厳しい状況が予想されます。

一方、歳出面では、扶助費、公債費などの義務的経費が依然高水準であることに加え、今後、

合併特例事業などの地方債償還金などに多額の経費が必要となります。

さらに、今回の政権交代により、冒頭申し上げました事業の見直し等も行われ、将来の見通し

も不透明な状況になっております。

これまでも、厳しい財政状況を克服するために、人件費削減等の取り組みを精力的に進め、ま
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た政策評価による事務事業の見直し、無駄遣いストップの推進など行財政の健全化に懸命に努め

てまいりました。しかし、仮に現状のままの財政運営を行った場合、極めて近い将来には、財政

健全化団体に転落することは必至であり、市の財政は、非常に厳しい事態に直面しております。

私は、将来を担う子供たちに健全な財政を引き継ぎ、市民が夢と希望を語れる元気で誇りある

まちづくりのために、議員各位並びに市民皆様の御意見、御協力をいただきながら、職員一丸と

なって抜本的な財政の健全化を断行してまいりますので、御理解を賜りますようお願いいたしま

す。

次に、市と県の執務共同化について、申し上げます。

市と県が同じ庁舎内で業務を遂行し、地域の課題に一体となって取り組む体制を構築するため、

県において、壱岐振興局と本市との執務室共同化の提案がなされ、これまで協議を重ねてまいり

ました。

具体的には、平成２２年２月を目途に、市建設課と振興局の執務室の共同化を予定し、今回、

所要の予算を計上しております。

今後、他の部署についても協議を重ねてまいりますが、効率的な行政運営を行い、住民サービ

スの向上に努めてまいります。

次に、交流人口・定住人口の拡大について、でございますが、原の辻遺跡関連整備事業につい

て申し上げます。

県と一体となって整備を進めております「壱岐市立一支国博物館・長崎県埋蔵文化財セン

ター」については、来年３月１４日の開館に向けて、現在、館内展示工事と駐車場等の外構工事

を進めております。なお、博物館建設に伴い施設地域周辺に小規模の工事が必要となりましたの

で、今回、所要の経費を計上いたしております。

また、一支国博物館へ通じる市道鶴亀中央線改良工事は、関係者の御協力により１１月末に竣

工し、今後、案内標識等を設置してまいります。

開館記念行事につきましては、県及び博物館指定管理者と協議を行いながら、市民皆様にも御

参加をいただく内容で、開館準備を進めております。

一支国博物館開館に向けたプレイベントとして、「壱岐しまづくり」の機運を盛り上げるため、

９月に開催いたしました「東儀秀樹コンサート」や第３回シルクロード講座には、多くの市民皆

様に御来場、御参加いただき、開館に向けての意識高揚につながったと思っております。さらに

１０月には市民発意の「第２回一支国弥生まつり２００９」が工夫を凝らした内容で開催され、

天候にも恵まれ大変、盛況でありました。また、１１月に東京で開催されました「アイランダー

２００９」では、ブースへの来場者が２日間で約８００名もあり、「古代史ぎっしり・壱岐」の

知名度アップと一支国博物館の開館情報を発信いたしました。
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今後とも施設整備の効果を最大限に発揮するために、市民と協働の取り組みを広げ、島内外に

向けた、さらなる情報発信に努めてまいります。

次に、観光振興について、でございます。

今秋の本市の観光を取り巻く情報は、壱岐市長旗争奪玄界灘親善野球大会や長崎県公民館大会

の開催など、関係各位の御尽力により、多くの方々が本市を訪れていただきましたが、全体的に

見ますと入り込み客数の減少等厳しい状況にあります。

そのような中、本市において１２月２日から３日にＪＴＢ首都圏観光提携説明会が開催され、

また１２月３日から、昨日からでございますけれども、長崎県観光連盟主催の平成２２年度上期

観光情報説明会が開催されております。本説明会は、中国、四国、九州地区の各旅行会社の商品

企画担当者をお招きして、県内の各自治体や観光協会が、平成２２年度上期の観光素材を説明す

る催しであり、旅行会社・関係団体を含め約１３０名が参加しております。県全体の催しではご

ざいますが、本市といたしましては、開催地の利点を十二分に生かし、一支国博物館を初めとし

た壱岐の新たな観光素材や、壱岐の自慢である食の発信に積極的に取り組み、交流人口の拡大に

つなげていく所存でございます。

また、今月２１日からは、教育旅行の誘致に向けて、各旅行会社の教育旅行担当者をお招きし、

現地説明会を開催する予定にいたしております。歴史・自然・食、それらを生かした魅力ある体

験メニューが整備された壱岐は、教育旅行の候補地として最適な地区だと自負いたしております

ので、今後も観光協会を初めとした関係団体と連携を密にし、積極的な情報発信、誘致宣伝活動

を展開し、来校数の増加を目指してまいります。

次に、観光アドバイザーの招聘について、申し上げます。

本年１１月９日より、観光アドバイザーとして株式会社ＫＪ企画より職員を派遣いただき、観

光商工課課長補佐として発令いたしました。観光アドバイザーには、大手旅行社や企画広告会社

で培われた経験や人脈を存分に発揮していただき、本市の観光交流人口拡大のため、積極的な誘

致活動の展開と、観光立島に向けた貴重なアドバイスにより、市内の観光関係者全体のスキルア

ップにつながることを期待しております。

次に、「古代史ぎっしり・壱岐」魅力発信事業について、申し上げます。

「古代史ぎっしり・壱岐」魅力発信事業は、来年３月１４日の一支国博物館・長崎県埋蔵文化

財センター開館を契機に、これまで以上に島内外に壱岐の魅力を発信し、さらなる交流人口の拡

大を図ることを目的とした事業であり、より効果的な広報宣伝戦略を企画立案する「一支国博物

館を契機とした広報戦略事業」として連動して、「古代史の島・壱岐」のイメージを島内外に浸

透させるために、広告用のポスター、チラシの作成及び市民皆様を対象にした広報事業の開催支

援を行うものでございます。
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観光地づくりを進めていくには、市民皆様の御理解と御協力が不可欠でありますので、今後も

積極的な参画をお願いいたします。

次に、離島航路対策について、申し上げます。

離島航路問題につきましては、市民生活、産業経済に直結した非常に重要な問題でございまし

て、いわば離島の生命線でございます。

しかし、昨年は、燃料油価格の高騰に伴うバンカーサーチャージの導入、そしてフェリー、ジ

ェットフォイルの減便といった非常に厳しい状況が続きました。本年度に入り、燃料油価格も落

ちつきましたが、高速道路料金の土日、祝祭日一律１,０００円が導入され、今後、さらに無料

化が実施されれば、航路利用者がこれまで以上に減少し、離島航路事業者だけではなく、市民生

活、産業経済に非常に大きな影響を与えることが予想されます。こうした離島航路の問題解決の

ために、県においては、離島地域への定住・交流人口の拡大を図るため長崎県離島基幹航路運賃

対策協議会を設置し、運賃の低廉化が検討されており、１０月開催の本協議会において、来年

１月から新たに特定疾患医療受給者や後期高齢者、進学就職活動の学生等への運賃割引、身障者

割引拡充に係る自動車航送割引の社会実験が実施されることが決定されました。また、昨年

１２月に設置した壱岐対馬航路活性化協議会は、本年度、これまで４回の会議を開催し、「利用

者ニーズに配慮した運航ダイヤの見直し検証」や「観光客ニーズを取り組み、観光客の航路利用

を促進する新たな観光ルートの形成」、「ニューつしまの省エネ化」等に取り組んでおります。

去る１２月１日には、これまで、あらゆる機会を利用し、要望してまいりました「博多港ふ頭

フェリー下船口の雨よけ屋根と車いす・病人用のタクシー乗り場の設置」について、協議会の取

り組みの一つとして、対馬市長とともに福岡市長への要望を行ったところでございます。今後、

壱岐市航路対策協議会とあわせ、３つの協議会を中心に航路の活性化に努めてまいります。

次に、壱岐物産品の販路拡大事業について、申し上げます。

壱岐物産品の認知向上、航路拡大及び地域経済の活性化を目的に国内最大級のオンラインショ

ップである「楽天市場」で１１月１８日から１２月１８日まで壱岐物産展を開催いたしておりま

す。これは、ＷＥＢ特設展示会場ホームページの開設とこれらの広告宣伝を行うものであります。

今後も、壱岐物産品販路拡大事業の取り組みの一環として、新たなビジネスチャンスの創出と電

子商取引の拡大・活用を図ってまいります。

また、昨年度から総務省のモデル事業として取り組んでおります地域ＩＣＴ利活用モデル構築

事業につきましては、１１月２６日現在、昨年を大幅に上回る８０件のサポーター申し込みがあ

っております。

次に、雇用対策事業について、でございます。

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業とふるさと雇用再生特別基金事業の実施状況につきまして
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申し上げます。

緊急雇用創出事業は、公園の草刈りを初め４事業を実施し、８１名の新規雇用を創出しており

ます。

さらに新規雇用の確保を図るため、今回、新たに、耕作放棄地解消サポート事業、一支国博物

館から原の辻遺跡公園間移動対策・ガイダンス施設活用事業の２事業を実施することとし、これ

らの関連予算案を本定例会に提出しております。

また、ふるさと雇用再生特別基金事業で２事業を実施し、８名の新規雇用を創出しており、事

業期間に従い、事業を進めてまいります。

市内の雇用情勢は依然として厳しい状況にありますが、全国の直近有効求人倍率が０.４４で

あるのに対し、本市においては９月が０.３１、１０月が０.４８と上昇しており、これは、こう

した緊急雇用対策の求人を行ったことが大きな要因だと考えられます。今後もこうした雇用支援

事業に積極的に取り組み、新たな雇用の創出に努めてまいります。

しかし、市内においては、恒久的な新しい職場の確保が困難な状況にあり、定住人口を維持す

るためには、職場のあるところに通う、壱岐出身者のＵターンを促す、つまり島外通勤の模索を

急がねばならないと思料するところでございます。

次に、市民・福祉について、申し上げます。

まず、中間期における市税等の収入状況について、でございますが、現年度分市税の収入状況

は、１０月末現在で６２.６７％であり前年度対比６.４５ポイントの減であります。この要因は、

長引く景気の悪化とあわせ、今年度から前納報奨金の廃止を実施したため、中間期において納付

率が下がったものと考えられます。

滞納繰越分につきましては、滞納処分の強化により差し押さえ等も随時行っており、前年同時

期と比較いたしまして１.０１ポイント上回っております。

また、長崎県地方税回収機構も発足から半年が経過し、県と市町の税務職員との連携強化を図

りながら、捜索・差し押さえ等の滞納処分を行い、滞納額の縮減に努めております。

さらに、インターネット公売の取り組みを１月に予定しておりますが、その前段といたしまし

て、１１月１５日に、動産公売会を実施したところであります。前日の下見会には、１６８名の

入場者があり、当日の全体の入札件数は７４件で、２２３品目のうち、３７品目を売却し、

２３万２,０００円を税に充当したところであります。

今後とも、効率的な滞納整理のための進行管理の徹底を行い、公平・公正な税政の実現に向け

て、より一層努力をいたす所存であります。

次に、子育て応援特別手当（平成２１年度版）の執行停止について、申し上げます。

子育て応援特別手当につきましては、国の経済危機対策事業として、平成２１年度において小
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学校就学前３年間に属する子供１人当たり３万６,０００円を支給することになっていましたけ

れども、国の方針で、より充実した新しい子ども手当の創設など、子育て支援策を強力に推進す

るため、本手当の執行停止が決定されました。このことにより、国費による特定収入が確保され

ないため、本事業の執行を停止し、予算を減額補正することといたしております。

次に、特別養護老人ホーム施設整備について、でございます。

施設老朽化による市立特別養護老人ホーム建てかえについては、壱岐市福祉施設等整備検討委

員会を設置し、第三者委員として１０名の皆様に委嘱申し上げ、特別養護老人ホーム建てかえに

係る施設形態等の基本的なあり方について御検討をお願いいたしました。

本年８月１１日から１０月２３日まで４回にわたり協議を重ねていただき、１１月１３日に答

申書が提出されたところでございます。

答申書の内容は、入所者の自立心と人権の尊重を基本理念とした援護を実現できる施設を目標

に置き、まず第１に整備年度については平成２３年度完成、第２に建設予定地を勝本町宮南触の

旧ヨーガの里跡地９.７９０平米に、第３に施設の形態は利用者の負担軽減を重視するとともに、

将来のニーズにも対応でき、利用者の選択肢を広げ、より公益的な施設を目指すことを目的とし

て、多床室、従来型個室、ユニット型個室の複合施設とし、一般床１００床、ショートステイ

２０床とされています。

この答申書に基づき、内容について十分検討、協議を重ね、建設予定地の地域住民の皆様に御

理解をいただくとともに、建設予定地の測量、造成、基本設計に至る内部検討について、今後、

着手してまいりたいと考えております。

次に、新型インフルエンザ対策について、でございます。

全国的に新型インフルエンザの流行が勢いを増しており、本市におきましても、小・中学生を

中心に感染が拡大し、１２月１日現在、３幼稚園、４小学校、４中学校において園閉鎖、学級閉

鎖、学年閉鎖の措置を行っております。教育委員会においては、予防対策とし、手洗い、うがい、

マスク着用の徹底を指導しており、また感染拡大防止のため、小・中学校児童生徒に、１人当た

り５枚程度のマスクと手指消毒剤、幼稚園には手指消毒剤を配布しております。また保育所には、

マスクと手指消毒剤の配布を行ったところであります。

こうした中、ようやく１０月末からワクチンの接種も開始され、まだ十分と言える供給量では

ありませんが、優先対象者から順次接種できることになっております。なお、本市におきまして

は、住民税非課税世帯の方につきましては、国の方針に基づき接種費用を免除することにいたし

ております。

いずれにいたしましても、今回の新型インフルエンザは、感染力は強いのですが、多くの感染

者は軽症のまま回復しており、治療薬の効果も有効であるなど、季節性インフルエンザと類似す
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る点が多いことが判明してます。市民皆様には、引き続き、手洗いやうがいの励行、症状が出た

場合のマスクの着用、外出の自粛、人にせきやくしゃみをかけない等の徹底をしていただきます

とともに正確な情報に基づき、あくまで冷静に行動していただくよう、さらにお願いいたします。

また発熱などで受診されるときは、直接医療機関に行くのではなく、まず医療機関に電話をかけ、

医師の指示を受けられるよう重ねてお願いいたします。今後も、県、医師会、関係機関と情報の

共有を図りながら、連携を密にし、対応を図ってまいります。

次に、第一次産業の振興について、申し上げます。

まず農業振興について、でございますが、本年度の水稲作況指数は９８％で、収量的には平年

をやや下回る発表がなされました。早期米のコシヒカリは、梅雨明けのおくれによる日照不足が

影響し、１等７５.２％、２等２１.１％、３等０.７％の割合でありました。また現在出荷中の

普通期米ヒノヒカリは、平年並みの品質と出荷量で推移をしております。

葉たばこにつきましても、植えつけ時期から収穫期に至るまでの天候不順等が影響し、目標と

する１０アール当たり収量２５０キロを１５キロ下回る結果となりました。

１０月２０日から２７日にかけて収納販売が行われ、１キログラム当たり代金２,０５４円、

１０アール当たり代金４８万２,２２１円と質・量とも昨年をやや上回ったものの、目標達成は

かないませんでした。

しかし、西九州たばこ耕作組合管内では今年もトップの成績であり、まずまずの結果だと受け

とめております。なお、来年度からの収納販売が熊本県合志市のＪＴ九州リーフセンターで行わ

れますので、壱岐での取り扱いは今年度限りとなったところでございます。

肉用牛経営における子牛の販売価格は、昨年度から下降ぎみで推移しておりますが、先日の

１２月市では平均価格４０万４,６４１円と４０万円台を回復し、前回比１０３％の成績であり

ました。資材等の高騰で生産現場への影響が心配されますが、経営コストを重視した経営に努め

ていただきたいと願っております。

次に、堆肥センターの建設に伴う敷地造成工事が完了いたしましたので、１１月２５日付で建

築確認申請書を県に提出しております。認可を受け次第、建築工事に着手いたします。

次に、農村整備事業について、でございますが、本年６月９日から８月２日までの豪雨による

農地及び農業用施設の災害につきましては、８月２８日付をもって激甚災害の指定を受けました。

９月１４日から１１月１３日にかけて公共災害に係る被災申請箇所２８４件の現地査定が実施

され、その結果、平均査定率が８９.５％、査定金額で２億８,４３１万８,０００円となりまし

た。今後、早急に事務手続等を進め、復旧工事に着手してまいります。

次に、水産振興等について、でございます。

水産業を取り巻く環境は、漁獲の減少等が続き、依然として厳しい状況であります。
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本年度１０月末までの本市全体の漁獲状況を、燃油高等の影響で出漁控え等が発生した昨年度と

比較してみますと、漁獲量は２,２９４トンで昨年度より３９トン、２％の減であり、漁獲高で

は２０億５,３００万円で昨年度より２億５,６００万円、１１％の減となっております。

また、追い打ちをかけるように、１１月１０日から１２日にかけ強い北東の風が吹き、波高が

１０メートルにも達した中で、箱崎漁協の定置網５カ統が壊滅する甚大な被害を受けました。迅

速な対応の結果、現在では４カ統が復旧をし、操業を再開しておりますが、こうした悪天候によ

る被害や漁獲高の減少による水産業の低迷は本市の基幹産業の一翼を担う面からして、大変憂慮

する状況であり、今後も関係機関と連携を図りながら、水産業の振興に努めてまいります。

また、かねてから懸案事項でありましたプレジャーボートの係船許可申請につきまして、

１０月から許可制を正式にスタートしたところであります。１１月末現在で市内２１の港湾・漁

港のうち、１７の港湾・漁港に１０７隻のプレジャーボートが在籍しており、そのうち８４隻、

７８.５％が許可手続を済ませ、係船料の徴収を行ったところであります。

何分にも係船料が伴う関係から許可申請手続が鈍く、今後も未申請者に対し、粘り強く働きか

け、許可申請率の向上に努めてまいります。

次に、環境保全について、申し上げます。

まず、一般廃棄物処理施設整備について、でございます。

一般廃棄物処理施設整備につきましては、４月１７日入札公告後、総合評価制限付一般競争入

札により、各業者から提出された設計図書等につきまして改善指示を行い、総合評価落札方式実

施要綱に基づき進めてきたところでございます。

その結果、汚泥再生処理センター建設工事につきましては、壱岐市総合評価審査委員会により

まして、価格面と技術面の双方から評価し、最優秀提案者を選出していただき、落札業者をアタ

カ大機株式会社と決定し、１０月２３日の臨時市議会において請負契約の締結の議決をいただい

たところでございまして、現在、平成２３年度末の完成に向け進めているところでございます。

一方、ごみ処理施設建設工事におきましては、入札参加資格条件として「平成１０年度から平

成２０年度までに２施設以上の実績を有すること」としておりましたところ、３社から入札参加

資格申請書が提出されましたが、うち２社は、実績において資格要件を満たしておらず失格とな

りました。その結果、１社入札となりましたが、当該業者は、廃棄物処理施設の主要技術である

プラントが技術的に高度であり、かつ経験工学的な技術蓄積の実績及び技術力の高い業者であっ

たため、市の示しました予定価格内であれば問題ないとの判断をいたしまして入札を実施いたし

ました。入札結果は、予定価格超過によりまして不調に終わりました。入札後、県廃棄物対策課

及び総合評価審査委員会へ報告し、対応を協議しましたところ、両者とも意見は、２０年もの長

期にわたり使用する施設であり、再入札も価格だけではなく、技術面も評価する「総合評価方
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式」で行ったがよいとの意見でありましたので、再度、総合評価一般競争入札で実施することに

いたしました。総合評価一般競争入札の実施に際しましては、入札参加資格条件であります「平

成１０年度から平成２０年度までに２施設以上の実績を有すること」のところを１施設以上とし、

発注仕様書も一部見直しを行い、１１月１２日に入札公告を行ったところでございます。

落札業者の決定までには、設計期間及び技術評価の期間もありますので６カ月程度の期間を要

します。審査状況等につきましては、５月上旬の落札者の決定まで非公開とし、壱岐市総合評価

審査委員会において厳正に審査していただいた上で、平成２２年６月の議会定例会に請負契約の

締結の御承認をお願いし、新施設の建設に着手したいと考えております。

ごみ処理施設建設工事につきましては、当初、平成２２年度末の完成予定で進めておりました

が、今回の入札不調により１年ずれ込み、完成が平成２３年度末になります。

また、新施設建設予定地の地域の皆様及び稼働中の既存施設設置地域の皆様方には、お約束し

ておりました期限を守ることができなくなり、大変御迷惑をおかけすることになりましたので、

まず、おわびに出向き、これまでの経過及び今後の計画について御説明をさせていただき、より

よい施設建設のため御理解、御協力をお願いしたところでございます。

また、壱岐市循環型社会形成推進地域計画では、ごみの発生量を削減することを前提に施設整

備の承認がされており、ごみの減量化のため、ごみ分別推進事業を進めているところでございま

す。既に市内全域の自治公民館を対象に、ごみの分別及び排出抑制並びにさらなるリサイクルの

推進について、説明会を開催しているところであります。現在まで、市内２４２の自治公民館の

うち７８の自治公民館で説明会を実施し、残りの自治公民館についても、順次開催し、家庭から

排出される一般廃棄物の排出抑制及びリサイクル推進の取り組みについて、市民皆様の御理解を

いただきながら、「壱岐市循環型社会」の構築に向けて、取り組みを進めてまいりたいと考えて

おります。

次に、下水道事業関係について、申し上げます。

公共下水道事業につきましては、現在、補助事業の汚水管布設工事を発注し、年度内完成の予

定で進めており、また起債事業で取り組んでおります汚水管布設工事は、市道改良事業にあわせ

て、今回施工を要することから、所要の予算を計上しております。

郷ノ浦の亀川地区周辺の浸水防止対策につきましては、周辺の地形等が変化している現状下に

おいて、旧町時代に計画した案をそのまま活用することが適しているか等について、いま一度検

証する必要があると考え、今回、所要の予算を計上いたしております。

建設について、でございますけれども、まず公共土木施設災害復旧事業について、申し上げま

す。

本年７月の豪雨による公共土木施設災害３８カ所については、既に着工し、また起債対応の小
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災害７７カ所については、今月初めに現地査定が予定されており、査定終了後、早期に発注でき

るよう進めてまいります。

次に、教育について、申し上げます。

まず、中学校規模適正化について、でございます。

中学校の統廃合につきましては、壱岐市中学校規模適正化（統廃合）計画のスケジュールを踏

まえて実施しております。

郷ノ浦町、勝本町につきましては、具体的な諸準備の作業を行う５つの専門部会を随時実施し

ており、各専門部会である程度固まった内容については準備委員会で取りまとめを行い、次の準

備段階に入る予定としております。

石田町につきましては、郷ノ浦町と勝本町の準備委員会での決定内容をもとに、今後の準備委

員会の開催の検討を行います。

芦辺町につきましては、第６回芦辺町中学校統廃合に関する協議会が１１月３０日に行われ、

教育委員会あてに決議文が出されました。今後、さらに検討を加え、進捗を図る予定といたして

おります。

次に、文化財関係について、でございます。

来年３月１４日に開館する一支国博物館の円滑な運営に対応するため、教育委員会文化財課を

芦辺庁舎から一支国博物館へ今月中に移動を行い、来年１月から一支国博物館において業務を開

始する計画で進めております。

また、開館に伴う文化財施設再編事業につきましては、本年８月に閉館いたしました壱岐郷土

館の収蔵品整理を行っており、今後、壱岐風土記の丘や松永記念館、さらに一支国博物館等へ資

料の移動を進めてまいります。

なお、この施設再編作業や原の辻遺跡・古墳などの清掃作業等に伴う雇用につきましては、本

年５月から９月末日までの５カ月間実施いたしました緊急雇用創出事業によりまして、外業作業

員延べ８６３名、内業作業員延べ６２３名の新規雇用を生み出すことができました。

今年度の発掘調査につきましては、２カ所行っておりますが、まず、原の辻遺跡は６３８平米

を調査し、今のところ環濠や住居跡を確認しております。また、郷ノ浦町田中触の車出遺跡につ

きましては、今後も宅地開発などが予想されるため調査を行うものであり、壱岐ボウル東の雑種

地と農地１２０平米の調査を行っております。

九州国立博物館で開催しております「玄界灘の海人・壱岐」展につきましては、さきの「阿修

羅展」に引き続き「古代九州の国宝展」など話題の企画が続いておりますので、１２月２０日ま

で開催の壱岐展への相乗効果にも大いに期待をいたしております。

原の辻遺跡イベントについては、１０月の古代米稲刈り、１１月の原の辻ウオーク・収穫祭と
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２日間の人出は延べ７００人を超え、多くの市民皆様の参加をいただきました。

原の辻遺跡公園（仮称）につきましては、一支国博物館・長崎県埋蔵文化財センター開館にあ

わせ、一支国の王都を復元したことを印象づける「原の辻一支国王都復元公園」として開園し、

公開することで事業を進めております。今議会にその条例案を提案いたしております。

また、松永安左ヱ門翁が昭和２６年に創立されました財団法人電力中央研究所から貴重な資料

１６点を１１月１３日に壱岐松永記念館に寄託をいただきました。この寄託品は、日本経済の将

来構造として、高速道路・本州四国連絡橋の整備、専売・国鉄民営化など数々の提言をまとめた

１６の提言書のほか、電力中央研究所の資料など、松永翁の偉業を紹介したもので、記念館のロ

ビーに展示コーナーを設けておりますので、ぜひ、ご覧いただきますようお願いいたします。

次に、医療について、申し上げます。

まず、壱岐市立病院改革について、でございます。

本年７月に設置いたしました壱岐市立病院改革委員会において、３回の会議が開催され、壱岐

市立病院改革について御審議を賜り、１０月９日に最終答申書の提出をいただきました。

その答申書の内容については、去る１１月９日、１０日、１１日、そして１６日の４日間、市

内の４カ所において、病院改革タウンミーティングを開催し、市民皆様に説明をさせていただき

ました。４日間で２４５名の市民の皆様の参加があり、病院改革に対して貴重な御意見をいただ

いたところでございます。

今後、こうした御意見も考慮し、病院改革を進めていく所存でございます。

特に、経営形態につきましては、私自身、病院運営において、自主性・柔軟性が十分発揮でき

る「地方独立行政法人」に向けて進めることが適正であると考えておりますが、さらにしっかり

と検証してまいります。

病院改革は「医師の招聘」が最大のポイントであります。経営力があり、医師の招聘ができる

理事長を選任することが重要であると考えております。現在、大学病院へ理事長候補者となる方

の御紹介をお願いしているところでございます。

また、かたばる病院につきましては、平成２５年度までは病院機能を維持するという国との約

束はございますが、壱岐医師会の先生方と、介護施設への転換が適切であるかどうかについて十

分に協議をし、結論を出したいと思っております。改革がおくれればおくれるだけ、今後の病院

運営が厳しくなってまいります。早期にこの改革をなし遂げなければならないと考えております。

次に、壱岐市民病院について、でございますけれども、平成２１年度の４月から１０月までの

診療実績につきましては、１日平均入院患者数は１３３.９人で昨年度と比較して３.３人の減少

となっております。一般病床分の１日平均入院患者数が、８月は昨年同月よりマイナス２６.７人

と激減いたしましたが、１０月はプラス５.８人と増加しております。一方、１日平均外来患者
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数は３５９.１人で昨年度（４月～１０月）と比較して３５.３人増となっております。主に、内

科と小児科の患者が増加しておりまして、内科医師の充実やインフルエンザの流行が増加要因と

なっているものと考えております。外来患者数の増加はあるものの、入院患者数の減少により医

療収益は昨年とほとんど変わらない状況で推移いたしております。

次に、かたばる病院について、でございますが、かたばる病院は高齢者等に対して質の高い医

療を提供するとともに、保健・医療・福祉分野との連携による一体的サービスに努めております。

１０月までの診療実績といたしましては、１日平均入院患者数は４７.３名でほぼ満床状態で

あり、１日平均外来患者数は４０.８名で計画に対して９名の増となっております。

次に、防災、消防・救急について、申し上げます。

まず、消防・救急について、でございますけれども、平成２１年１１月末現在の災害発生状況

は、火災件数３６件、救急出場件数１,３００件となっており、昨年同期と比較いたしますと、

火災件数が１件、救急出場件数が６２件とそれぞれ減少しております。

去る１１月８日に、勝本町本宮南触壱岐市立特別養護老人ホーム西側空き地を会場に、地震、

津波を想定した平成２１年度壱岐市防災訓練を実施いたしましたが、防災関係機関２８団体、防

災ヘリ、ドクターヘリ及び訓練人員４５０人の参加をいただき、災害時における初動体制の確立

など所期の目的が十分達成できたものと考えております。

また、財団法人日本消防協会が行う、少年消防クラブ消防防災実践活動モデル事業として、山

崎少年消防クラブに、活動資機材の交付決定がありましたので、所要の経費を計上いたしており

ます。

さらに、社団法人日本損害保険協会より本市消防団郷ノ浦地区第７分団３部、原島でございま

すけれども、小型動力ポンプつき軽消防自動車の寄贈を賜り、今後、災害発生時の消火活動など

に有効に活用してまいります。

今後も、本市の安全・安心な住みよいまちづくりの実現のため、あらゆる機会をとらえ消防力

の整備強化に努めてまいります。

次に、議案関係について御説明をいたします。

まず、補正予算について、でございますけども、本議会に提出をいたしております補正予算の

概要といたしましては、一般会計補正総額４億４,０６６万１,０００円、各特別会計の補正総額

１,１２３万２,０００円となり、本定例会に提出いたしました補正額の合計は４億５,１８９万

３,０００円となります。

なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は３１４億３１万９,０００円で、特別会計

につきましては１０１億８３万４,０００円となっております。

その他の議案について、でございますけれども、本日提出いたしました案件の概要は、承認
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１件、報告１件、条例の制定・改正に係る案件４件、予算案件７件、その他４件でございます。

案件の詳細につきましては、担当理事、課長から説明をさせていただきますが、何とぞ十分な御

審議をいただき、適正なる御判断を賜りますようお願い申し上げます。

なお、本日山口保健環境担当理事が諸般の事情により欠席をさせていただいております。その

代理として、中村健康保健課長を出席させておりますので、御了承をお願い申し上げます。

以上をもちまして、前定例会以降市政の重要事項につきまして申し述べましたが、山積する行

政課題に対応しながら行財政改革を推進し、財政の健全化に努めますとともに、あしたに希望の

持てるまちづくりに誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存でございますので、議員各位並びに

市民皆様の御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） これで行政報告を終わります。

ここで暫時休憩いたします。再開を１１時とします。

午前10時52分休憩

………………………………………………………………………………

午前11時00分再開

○議長（牧永 護君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

────────────・────・────────────

日程第５．承認第９号～日程第２１．議案第１２６号

○議長（牧永 護君） 次に、日程第５、承認第９号損害賠償額の決定についての専決処分を報

告し、承認を求めることについてから、日程第２１、議案第１２６号平成２１年度壱岐市農業機

械銀行特別会計補正予算（第２号）についてまで１７件を議題といたします。

ただいま上程しました議案について、提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 本日、提出いたしました案件の説明につきましては、担当理事及び担当

課長に説明させますのでよろしくお願いします。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 総務課長。

〔総務課長（堤 賢治君） 登壇〕

○総務課長（堤 賢治君） それでは、承認第９号につきまして御説明を申し上げます。

損害賠償額の決定についての専決処分を報告し、承認を求めることについて、地方自治法第

１８０条第１項の規定により、議会において指定されている事項について別紙のとおり専決処分

したので、同条第２項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。本日の提出でござ
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います。

これは、壱岐市議会におきまして、本年９月１８日に市長の専決処分する軽易な事項として指

定をいただきました事項中１件５０万円以内において、法律上、壱岐市の義務に属する損害賠償

の額を定めることという項目に該当いたしますので、専決処分させていただいたものでございま

す。

それでは、次のページをお願いいたします。

１０月２９日付専決処分書、損害賠償の額を定めることについてであります。

本件の概要でありますが、平成２１年８月１２日午前８時５０分ごろ、壱岐市芦辺町深江鶴亀

触１３４７番地付近の舗装整備中の市道におきまして、損害賠償の相手方が軽トラックを運転走

行中に、原の辻遺跡整備地内からの、降雨による流出、表土にハンドルをとられまして、この市

道内のマンホールの上部にぶつかりまして、当該車両の右前輪を破損したことでございます。そ

のことによりまして、同人に損害を及ぼしたものでございます。損害賠償の相手方は、壱岐市郷

ノ浦町在住の個人１名で、損害賠償額は１万９,１６３円であり、これは損害部分の修繕料でご

ざいます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〔総務課長（堤 賢治君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 松尾壱岐島振興推進本部理事。

〔壱岐島振興推進本部理事（松尾 剛君） 登壇〕

○壱岐島振興推進本部理事（松尾 剛君） 報告第９号、平成２０年度壱岐クリーンエネルギー

株式会社に係る経営状況につきまして、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙の

とおり報告いたします。本日の報告でございます。

平成２１年１１月２５日に定期株主総会が開催されております。

まず、２ページから３ページでございますが、事業報告でございます。

２ページをお開き願います。主な故障のところを御報告いたしたいと思います。

平成２０年１０月１２日に１号機でスリップリング脱落事故が発生いたしまして、１２月

１１日に運転を再開いたしております。同機種では初めての事故ということで、復帰までかなり

の時間をかかっております。

平成２１年１月１８日に１号機で回転子コイル焼損事故が発生いたしました。

こういう状況の中、２０年度の稼働率といたしましては、５２.６％でございます。

続きまして、７ページをお開き願いたいと思います。

貸借対照表でございますが、資産の部で、流動資産が７１９万７,６０６円、固定資産が

８,１７２万７,２４３円、繰り延べ資産が１,５８６万７,９８３円、資産の部の合計が１億
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４７９万２,８３２円でございます。負債の部でございますが、流動負債２,２８８万２,８５７円、

固定負債６,７０８万２,０００円、負債の部の合計が８,９９６万４,８５７円、純資産の部でご

ざいますが、株主資本といたしまして１,４８２万７,９７５円、純資産の部の合計が同額でござ

います。負債及び純資産の部の合計も１億４７９万２,８３２円でございます。

続きまして、８ページをお開き願いたいと思います。

損益計算書でございます。売上高が２,３３４万６,２６０円、売上原価といたしまして

１,７１０万７,００２円、売上総利益といたしまして６２３万９,２５８円でございます。販売

費及び一般管理費でございますが、４２５万９,５８６円、営業利益といたしまして１９７万

９,６７２円となっております。営業外収益が７７万２,４７５円、営業外費用が２２５万

５,８３１円、経常利益が４９万６,３１６円となっております。特別利益といたしまして、受取

保険金前期損益修正益といたしまして２,１４４万９,１４９円、当期純利益といたしまして

２,０１３万７,９６５円となっております。

続きまして、９ページをお開き願いたいと思います。

製造原価報告書でございます。これは、御一読をお願いしたいと思っております。

続きまして、１０ページをお開き願いたいと思います。

株主資本等変動計算書でございますが、前期末残高が、純資産の部でマイナス５３０万

９,９９０円、当期純損益金が２,０１３万７,９６５円ということで、当期末残高が１,４８２万

７,９７５円となっております。今後の見通しでございますが、順調に売電が進むことを前提と

しておりますけれども、十八銀行の借り入れが１,６６７万円ほど残っており、これが平成

２３年度で償還が完了する予定でございます。

また、日本政策金融公庫の借り入れが５,０４１万円ほど残っており、これが平成２７年度で

償還が完了する予定でございます。

こういう状況の中、平成２１年度は稼働率の向上のため、落雷事故を防ぐ手当の検討等機械の

点検に取り組みまして、さらなる経営の改善に努めてまいりたいと思っております。

以上で報告を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

〔壱岐島振興推進本部理事（松尾 剛君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 堤総務課長。

〔総務課長（堤 賢治君） 登壇〕

○総務課長（堤 賢治君） 議案第１１２号について、御説明を申し上げます。

壱岐市嘱託職員退職時割増報酬支給条例の制定について、壱岐市嘱託職員退職時割増報酬支給

条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。

提案理由でございますが、嘱託職員の退職時割増報酬の経過的支給に関する事項について定め
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るものでございます。

恐れ入りますが、次のページをお願いいたします。

第１条は、この条例の目的について規定をいたしております。

第２条は、支給対象を定めたもので、別に定めます壱岐市嘱託職員退職時割増報酬支給条例施

行規則の適用を受ける嘱託職員を対象としております。

第３条は、退職時割増報酬の支給につきまして定めたもので、前条に規定する嘱託職員が退職

した場合に、その者に支給することなどを規定しております。

第４条は、支給できる遺族の範囲などを定めております。

第５条は、前条を受けまして、退職時割増報酬の支給を受けることができない遺族を規定して

おります。

次のページをお願いいたします。

第６条は、退職時割増報酬の額を規定したもので、平成２１年３月３１日における、その者の

報酬月額に次の条で定める支給割合の合計を乗じて得た額と規定しております。

第７条では、支給割合を定めておりまして、在職期間に応じての支給割合を定めております。

第８条では、勤続期間の計算につきまして規定したものであります。勤続期間の計算は、嘱託

員になった日から平成２１年３月３１日までの規則で定める在職期間の月数によると定めており

ます。また、第２項では、育児休業を取得した場合の助産期間について定めております。また、

第３項では、端数の取り扱いについて規定しております。

第９条は、支給制限につきまして規定したものでございます。

第１０条は、起訴中に退職した場合などの取り扱いでございます。

次のページをお願いします。

第１１条は、退職時割増報酬の支給の一時差しとめでございます。

次のページでございます。

第１２条は、退職時割増報酬の返納でございます。

第１３条は、規則委任について規定いたしております。

次に、附則でございますが、第１項につきましては、施行期日といたしまして、この条例は、

公布の日から施行し、平成１６年３月１日から施行するものであります。

第２項につきましては、経過規定として、この条例の施行前に壱岐市嘱託職員退職時割増報酬

支給要綱に基づき、既に嘱託職員に支給された退職時割増報酬または退職慰労金は、この条例の

規定による退職時割増報酬とみなすと定めるものでございます。

以上で提案理由の説明を終わります。御審議の上、可決賜りますようよろしくお願いをいたし

ます。
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〔総務課長（堤 賢治君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 白石教育次長。

〔教育次長（白石 廣信君） 登壇〕

○教育次長（白石 廣信君） 議案第１１３号について御説明いたします。

原の辻一支国王都復元公園条例の制定について、原の辻一支国王都復元公園条例を別紙のとお

り定める。本日の提出でございます。

提案理由といたしまして、文化財の保護及び活用を図り、教育及び文化の振興に寄与するため

の施設として、原の辻一支国王都復元公園を設置するため、条例を定めるものでございます。

これは、平成２２年３月１４日の一支国博物館の開館にあわせ、整備中の原の辻遺跡復元公園

の部分公開及びガイダンス施設を開館するためのものでございます。

次のページをお願いします。

第１条で、趣旨を定めております。

第２条、施設の名称及び位置でございますが、名称について、原の辻一支国王都復元公園と定

めております。位置でございますが、壱岐市芦辺町深江鶴亀触１０９２番地５ほかでございまし

て、原の辻の国特別史跡指定地及びガイダンス施設地内となります。

第３条では、管理を定めて効率的に運用するとしております。

第４条で、入園または施設の利用でございまして、入園者利用等に係る承認許可及び利用等の

取り消し、中止等について定めております。

２枚めくっていただきたいと思います。

第５条でございますが、施設の使用料について定めております。これは、最後のページに別紙

でそれぞれの施設の使用料について定めております。

もとに戻っていただきたいと思います。

第６条では、第５条の使用料の減免措置等について定めております。

第８条では、管理の代行等ということで、指定管理者制度の導入ができるとしております。

次のページをお願いいたします。第９条で、委任。この条例の施行について必要な事項は、教

育委員会規則で定めるとしております。

附則でございますが、この条例は、平成２２年３月１４日から施行するとしております。

御審議いただきまして決定くださいますよう、よろしくお願いいたします。

〔教育次長（白石 廣信君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 山内市民生活担当理事。

〔市民生活担当理事（山内 達君） 登壇〕

○市民生活担当理事（山内 達君） 議案第１１４号壱岐市老人憩いの家条例の一部改正につい
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て御説明いたします。

壱岐市老人憩いの家条例の一部改正する条例を別紙のとおり定める。

本日の提出でございます。

提案理由でございますが、用途廃止及び位置変更する老人憩いの家があるため、所要の改正を

行うものでございます。

次のページをお願いいたします。議案関係資料の１ページから２ページもお開きを願いたいと

思います。

改正の内容でございますけれども、第２条の表壱岐市郷ノ浦町坪触老人憩いの家の項、壱岐市

郷ノ浦町若松触老人憩いの家の項及び壱岐市芦辺町老人憩いの家の項を削り、同表壱岐市郷ノ浦

町東触老人憩いの家の項中「３１５番地１」を「３１２番地１」に改めるものでございます。

坪触及び若松触の老人憩いの家につきましては、現施設の解体をいたしまして、同一場所へ新

たな公民館建設に伴うものでございます。

次に、芦辺町老人憩いの家でございますけれども、老朽化により施設が使用できない状況にな

っているためのものでございます。

郷ノ浦町東触老人憩いの家は、提案理由で位置の変更と御説明をいたしておりますが、地籍調

査によりまして、地番が合筆されましたために改正するものでございます。

附則といたしまして、この条例は、平成２２年１月１日から施行する、でございます。

以上で説明を終わります。

〔市民生活担当理事（山内 達君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 中村健康保険課長。

〔健康保険課長（中村 昭君） 登壇〕

○健康保険課長（中村 昭君） 議案第１１５号について御説明をいたします。

壱岐市犬取締条例の一部改正について、壱岐市犬取締条例の一部を改正する条例を別紙のとお

り定める。本日の提出でございます。

提案理由は、長崎県手数料条例の改正に伴い、所要の改正を行うものであります。

お手元にお配りいたしました、議案関係資料１、新旧対照表の３ページと、それと次のページ

を御参照お願いいたします。

今回の改正でございますが、去る１０月９日に長崎県手数料条例の一部が改正され、犬、猫の

引き取り手数料が新たに設定されたことによるものでございます。

改正部分でございますが、第３条（４）、現行「飼い犬の飼養が困難になった場合は、壱岐保

健所または支所市民生活課に引き渡さなければならない。」とあるのを、改正案として、「飼い

犬を飼うことができなくなった場合は、新たな飼い主がある場合を除き、県知事に引き取りを求
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めること。」と改正するものでございます。

具体的には、今まで無料だった犬、猫の引き取り手数料として、生後９０日以内の犬または猫

については、１０頭までごとに２,０００円、生後９０日を超える犬または猫については、１頭

当たり２,０００円を引き取り手数料として、県に支払うことになりました。

なお、あくまで飼い犬でありまして、野犬は除くことになっております。

また、附則として、この改正条例の施行は、平成２２年４月１日となっております。

以上で議案第１１５号についての説明を終わらしていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。

〔健康保険課長（中村 昭君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 山川政策企画課長。

〔政策企画課長（山川 修君） 登壇〕

○政策企画課長（山川 修君） 議案第１１６号武生水Ａ辺地（変更）、武生水Ｂ辺地（変更）、

渡良Ａ辺地、渡良Ｂ辺地、長島辺地、沼津Ａ辺地、初山Ａ辺地及び八幡浦辺地に係る総合整備計

画の策定について、御説明を申し上げます。

武生水Ａ辺地（変更）、武生水Ｂ辺地（変更）、渡良Ａ辺地、渡良Ｂ辺地、長島辺地、沼津Ａ

辺地、初山Ａ辺地及び八幡浦辺地に係る総合整備計画を別紙のとおり定める。本日の提出でござ

います。

提案理由でございます。市道市山牛方線改良事業、郷ノ浦地区第２分団１部小型動力ポンプ購

入事業、郷ノ浦地区第２分団３部小型動力ポンプ購入事業、郷ノ浦地区第７分団２部消防格納庫

建設事業、郷ノ浦地区第４分団１部小型動力ポンプ購入事業、郷ノ浦地区第６分団２部小型動力

ポンプ購入事業及び芦辺地区第２分団消防格納庫建設事業に辺地対策事業債を活用するため、辺

地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第

８８号）第３条第１項及び第５項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。

次のページ以降に、各事業に係る総合整備計画書及び位置図、市山牛方線の概略平面図を添付

しておりますので、参考にしていただきたいと思います。

以上でございます。

〔政策企画課長（山川 修君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 牧山産業経済担当理事。

〔産業経済担当理事（牧山 清明君） 登壇〕

○産業経済担当理事（牧山 清明君） 議案第１１７号について御説明をいたします。公有水面埋

立（大島漁港区域内）についてでございます。

下記地先の公有水面埋立免許の出願に係る意見について異議のない旨長崎県知事に答申したい
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ので、公有水面埋立法第３条第４項の規定により議会の議決を求めるものでございます。本日の

提出でございます。

記、１、埋立位置、壱岐市郷ノ浦町長島字棚８番２から３７番３に隣接する防波堤に至る地先

公有水面、埋立面積、３０３.７０平方メートル、埋立地の用途、漁港施設用地、４、埋立承認

出願人、長崎県江戸町２番１３号長崎県。

提案理由でございますが、公有水面埋立法第３条第１項の規定により意見を求められたので、

公有水面埋立法第３条第４項に基づき、議会の議決が必要でございます。

次ページをお開き願います。埋め立ての場所でございます、朱書きをしているところでござい

まして、県営で平成２２年度漁港施設用地船揚げ場を施工するものでございます。

以上で議案第１１７号の説明を終わります。

続きまして、議案第１１８号八幡浦地区特定漁港整備工事（１工区）請負契約の変更について

でございます。

八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約を下記のとおり変更するため、地方自治法第９６条第

１項第５号の規定により、議会の議決を求める。本日の提出でございます。

契約の目的、八幡浦地区特定漁港整備工事（１工区）、契約の方法、随意契約、３、変更後契

約額、金３億７,０９４万４,０００円、契約の相手方、壱岐市芦辺町住吉前触７７７番地、株式

会社壱松組、代表取締役末永勝也。

提案理由でございますが、地域水産物供給基盤整備事業により、八幡浦地区特定漁港整備工事

に係る外防波堤の基礎工を追加施工するために、契約を変更する必要がございます。

次ページに、図面をつけております。今年度外防波堤を４０メーター施工いたしております。

被覆ブロックの４トンを５個、１５トンのブロックを５個追加をするものでございます。

以上で議案第１１８号の説明を終わります。

続きまして、議案第１１９号諸津漁港竹ノ浦防波堤（改良）工事請負契約の変更についてでご

ざいます。

諸津漁港竹ノ浦防波堤（改良）工事請負契約を下記のとおり変更するため、地方自治法第

９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。本日の提出でござい

ます。

契約の目的、諸津漁港竹ノ浦防波堤（改良）工事でございます。契約の方法、随意契約、変更

後の契約金額、２億５,７１４万５,０００円、契約の相手方、壱岐市郷ノ浦町本村触７２２番地、

株式会社川上組、代表取締役川上安孝。

提案理由でございますが、消波ブロックのヤード使用を当初６カ月計上いたしておりましたが、

現場海域が冬季風波の影響を受け、消波ブロックの据えつきに日数がかかるため、ヤード使用料
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を２カ月延長し、その使用料を徴収するものでございます。

以上で１１９号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〔産業経済担当理事（牧山 清明君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 浦財政課長。

〔財政課長（浦 哲郎君） 登壇〕

○財政課長（浦 哲郎君） 議案第１２０号平成２１年度壱岐市一般会計補正予算（第８号）に

ついて御説明申し上げます。

平成２１年度壱岐市の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億４,０６６万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１４億３１万９,０００円とし

ます。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により定めております。

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加は、「第２表債務負担行為補正」によりま

す。

地方債の補正、第３条、地方債の変更は、「第３表地方債補正」によります。

本日の提出でございます。

次のページをお開き願います。「第１表歳入歳出予算補正」、歳入及び歳出の補正の款項の区

分の補正額等については、「第１表歳入歳出予算補正」に記載の２ページから４ページのとおり

でございます。

歳入歳出予算の補正の内容については、事項別明細書で後ほど説明をさしていただきます。

５ページをお開き願います。「第２表債務負担行為補正」。１、追加、平成２０年度中小漁業

関連資金融通円滑化事業利子補給金、借入総額１億９,６８７万円に対し、平成２２年度から平

成３０年度までの間に、限度額１,０９９万４,０００円及び平成２１年度中小漁業関連資金融通

円滑化事業利子補給金、借入総額６,０００万円に対し、平成２２年度から平成３１年度までの

間に限度額３３４万６,０００円を利子補給金として、債務負担をするものであります。

債務負担行為の内容は、壱岐市水産業振興奨励事業費補助金交付要綱により、燃油高騰対策に

より資金、利子補給で、補助率として借入利率の１.３％以内を補助するものであります。

６ページ、７ページをお開き願います。「第３表地方債補正」。１、変更、辺地対策事業債、

補正前限度額２億３,５９０万円を補正後の限度額２億２,６００万円に、まちづくり交付金事業

分で９９０万円を減額し、過疎対策事業債、補正前限度額４億５,０００万円を、補正後の限度

額４億４,５４０万円に。亀岡公園事業等で４６０万円を減額を、合併特例事業債、補正前限度
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額３４億６,７００万円を補正後の限度額を３５億１,１２０万円に、新郷ノ浦港線県営事業負担

金に係る分４,４２０万円を追加し、災害復旧事業債、補正前限度額６,８００万円を補正後の限

度額９,２００万円に公共土木施設補助災害分７３０万円、単独災害分１,６７０万円、合わせて

２,４００万円を追加し、それぞれを補正いたしております。

それでは、事項別明細書により、歳入歳出補正の主内容について御説明いたします。

１２、１３ページをお開き願います。まず、歳入について御説明いたします。

１０款地方交付税、普通交付税を１億８,６０２万１,０００円を追加いたしております。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、生活保護費負担金を医療費扶助

の給付増により、また２目災害復旧国庫負担金、公共土木施設災害復旧費負担金を災害査定結果

により、それぞれの国庫負担金を追加いたしております。

２項国庫補助金、１目民生費国庫補助金、子育て応援特別手当補助金を国の２１年度補正予算

執行停止により国庫補助金を減額いたしております。

１５款県支出金、１項県負担金、１目市町村権限移譲等交付金は、壱岐振興局とのワンフロア

化に伴う県交付金を補正いたしております。

次に、１４ページ、１５ページをお開き願います。

２項県補助金、３目衛生費県補助金、新型インフルエンザワクチン接種助成金臨時補助金は、

非課税世帯の接種に対する補助金で、事業費の４分の３が補助対象となっております。４目農林

水産業費補助金、３節水産業費補助金、新世紀水産業育成事業費補助金は、東部漁協の水産物販

売施設９５２万円及び勝本公衆トイレ分１,０００万円の県補助金で事業費の２分の１が県補助

金であります。

６目教育費県補助金、一支国博物館から原の辻遺跡間移動対策補助金は移動用自動車購入費補

助金で事業費の２分の１が県補助金で補正をいたしております。

１７款寄附金、１項寄附金一般寄附金１００万円は、東京在住の壱岐市関係者より御寄附をい

ただきました。特に、指定はなされてありませんでしたが、できれば壱岐市の教育関係に子供た

ちのために役立てていただきたいとのことがありましたので、小学校備品購入費の財源として充

当補正をいたしております。

１８款繰入金、２項基金繰入金、地域振興基金繰入金は小中学校の耐震診断業務の財源として、

基金より繰り入れを充当をいたしております。

１６、１７ページをお開き願います。

２０款諸収入、４項雑入、少年消防クラブ消防防災実践活動モデル事業補助金は、さきの少年

消防オリンピックに出場されました山崎少年消防クラブに対し、日本消防協会からの補助金であ

ります。２目弁償金は、勝本リサイクル収集車焼失に対し弁償金であります。
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２１款市債は、第２表地方債補正での説明のとおりの追加補正でございます。

次に、１８、１９ページをお開き願います。

歳出について、御説明いたします。主要事項で、主な内容について御説明さしていただきます。

２款総務費、１項総務管理費、５目財産管理費、１、振興局とのワンフロア化経費、役務費に

３８万円、工事請負費に５５０万円、計５８８万円、そのほかにワンフロア経費といたしまして、

７目情報管理費で９００万円。

７款土木費に３０万円、総計１,５１８万円を補正し、財源として市町村権限移譲等交付金を

充てております。

５目財産管理費、工事請負費で貸付建物の富士新幸床割工事を営業等の支障により工事の先延

ばしになりましたので、８１０万円を減額いたしております。公有財産購入費で、旧志原農協支

所駐車場土地購入費４５０万円を補正いたしております。

７目の情報管理費、平成１９年度情報通信格差是正事業補助金返還金６０９万１,０００円を

補正をいたしております。

次に、２０ページ、２１ページをお開き願います。

定額給付事業は、未申請、死亡等により、未給付分の精算返納金であります。給付率は

９９.７％でありました。

次に、２２、２３ページをお開き願います。

３款民生費、１項社会福祉費扶助費で障害者福祉医療費及び障害者自立支援事業、障害者地域

生活支援事業費扶助費をそれぞれ追加補正をし、２項児童福祉費、子育て応援特別手当減額分は

国の補正予算執行停止により減額補正をいたしております。

２４、２５ページをお開き願います。

３項生活保護費、平成２０年度分の生活保護費、国、県負担金を精算返納金、２目扶助費で医

療扶助費等の増加により、それぞれ補正をいたしております。

４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費、委託料は新型インフルエンザ予防接種委託事業は、

非課税世帯の接種に対する委託料の補正で、事業費の４分の３が補助対象となっております。

２項清掃費、２目じんかい処理費、公用車購入費は勝本クリーンセンター関係でリサイクル収集

車購入費１４８万円を補正いたしております。収集車の火災による買いかえに係る分であります。

火災による共済金５５万円と弁償金１４万３,０００円雑入金を購入費の財源といたしておりま

す。

５目廃棄物処理施設整備事業費、国庫支出返納金は、平成１９年度循環型社会形成維持交付金

で国費を年度間調整で受けていましたが、２０年度の入札減額により返還金として補正をいたし

ております。
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２６、２７ページをお開き願います。

５款農林水産業費、１項農業費、４目畜産業費、工事請負費は、堆肥センター整備工事費を建

築基準の見直しにより追加補正をいたしております。

５目農地費で県営事業負担金として河川等整備事業負担金ほかで、２,２１６万６,０００円を

補正いたしております。

次に、２８、２９ページをお開き願います。

３項水産業費、２目水産振興費補助金・助成金の２１世紀漁業担い手確保推進事業は、漁船取

得リース事業で実績漁船２隻分の追加補正であります。新世紀水産育成事業費は東部漁協の水産

物販売施設補助金で、補助の場所は芦辺浦の東部漁協信用部を改造されます。県補助金が４分の

１で、市が４分の１を補助いたします。中小企業関連資金融通円滑化事業利子補給金は、債務負

担行為で説明をいたしました本年度分の利子補給補助金であります。離島漁業再生支援交付金減

額は、交付対象世帯数の減少により減額補正であります。

３０、３１ページをお開き願います。

６款商工費、１項商工費、壱岐観光協会補助金は、筒城浜整備事業に係る分を減額補正であり

ます。

７款土木費、２項道路橋梁費、３目道路橋梁新設改良費、道路改良費補助起債事業分について

は、委託料等を減額し工事請負費に組み替えをいたしております。地域活性基盤創造交付金事業

で住吉湯ノ本線、綿打線の継続分でございます。事業で９５８万円を補正し、県営道路整備事業

負担金をそれぞれ補正いたしております。

３２、３３ページをお開き願います。

５項都市計画費、４目土地区画整理費、まちづくり交付金事業で市道高校線、亀岡公園整備事

業等で事業費減額をいたしております。

３４、３５ページをお開き願います。

８款消防費、１項消防費、１目常備消防費、備品購入費は山崎少年消防クラブに対する備品購

入費であります。

３目消防施設費で財団法人日本損害保険協会より郷ノ浦地区原島分団に軽消防自動車の寄贈を

受けましたので、登録諸費用を補正いたしております。

５目災害対策費、全国瞬時警報システム整備工事費は地震等の災害警報を瞬時に放送するシス

テムで、財源は、全額、交付金の対象であります。

３６、３７ページをお開き願います。

９款教育費、２項小学校費及び、３項中学校費、耐震診断調査委託料は２次診断で、小学校校

舎１０校、中学校校舎１校、体育館４校の調査費であります。地域振興基金を財源といたしてお
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ります。

５項社会教育費、６項文化財保護費、１８節公用車購入費は、一支国博物館から原の辻遺跡公

園移動用公用車３台分であります。

３８、３９ページをお開き願います。

１０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、補助分として現地査定を終了いたしました

ので、補正額５,８４０万円のうち、内訳として、補助災害分３,５４０万円、単独起債対象分

１,６７０万円、単独事業分６３０万円をそれぞれ追加補正をいたしております。

給与費明細書は４１ページに、債務負担支出予定額等に関する調書は４２、４３ページに、次

に、４４ページに、地方債の見込み等に関する調書を、それぞれ記載をいたしております。

なお、資料２の補正予算概要で詳細な主要事業並びに基金の状況を記載いたしておりますので、

主内容のみの説明とさしていただきました。

以上で平成２１年度壱岐市一般会計補正予算（第８号）の説明を終わります。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。

〔財政課長（浦 哲郎君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 中村健康保険課長。

〔健康保険課長（中村 昭君） 登壇〕

○健康保険課長（中村 昭君） 議案第１２１号平成２１年度壱岐市国民健康保険事業特別会計

補正予算（第２号）について御説明を申し上げます。

予算書の１ページをお開きを願います。

平成２１年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めることによ

る。

歳入歳出予算の補正、第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０３万

９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億７,３６１万９,０００円

とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。

本日の提出でございます。

今回の補正の理由は、平成１６年度にさかのぼって資格を喪失した被保険者に対する保険税の

還付金の増額と嘱託職員の社会保険料の増によるものでございます。

８ページをお願いいたします。

歳入でございます。１１款繰越金といたしまして、保険税等の歳出に伴う財源分といたしまし

て、前年度繰越金を１０３万９,０００円計上しております。
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なお、前年度繰越金の総額は４,１１９万８,７０４円がありますが、残額につきましては、

３月補正に計上する予定でございます。

次のページをお願いいたします。

歳出について御説明いたします。１款総務費、１項総務管理費でございますが、嘱託職員の社

会保険料を率の改正により増額をいたしております。

１１款諸支出金、１項償還金及び還付加算金でございますが、一般被保険者分の過誤納還付金

といたしまして、平成１６年度に遡及して資格喪失した被保険者の保険税が高額であったため、

現計予算額に不足を生じたため、１００万円の増額をお願いするものでございます。なお、この

被保険者の１名分の還付額は、平成１６年度から２０年度の５年間で１１８万７,９６０円でご

ざいました。

以上で議案第１２１号についての説明を終わらせていただきます。

次に、議案第１２２号平成２１年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について

御説明をいたします。

予算書の１ページをお願いいたします。平成２１年度壱岐市の介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５９９万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２７億６,６８１万

７,０００円とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。

本日の提出でございます。

今回の補正の主な理由といたしましては、制度の改正と今年度前半の実績により、介護給付費

並びに認定審査会費の増額をお願いするものでございます。

８ページをお願いいたします。

歳入について御説明申し上げます。歳入につきましては、いずれも歳出に対する税率の負担分

を計上いたしております。

３款国庫支出金、１項国庫負担金でございますけれども、介護給付負担金といたしまして、歳

出の介護給付費の負担分として５００万円の２０％、１００万円を計上いたしております。

４款支払い基金交付金、１項支払い基金交付金でございますが、同じく介護給付費の支払い基

金負担分として、５００万円の３０％、１５０万円を計上いたしております。

５款県支出金、１項県負担金も同じく介護給付費の県負担分として５００万円の１２.５％、

６２万５,０００円を計上いたしております。
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７款一般会計繰入金、１項一般会計繰入金でございますが、同じく給付費の分として５００万

円の１２.５％、６２万５,０００円、それと審査会費のほうの事務費負担分として９９万

１,０００円を計上いたしております。

８款繰越金につきましては、前年度繰越金として財源充当分として１２５万円を計上いたして

おります。

次のページをお願いいたします。

歳出でございますが、１款総務費、３項介護認定審査会費でございますが、本年４月より認定

制度の改正があり、さらにまた９月にも改正がありまして、それに伴いまして、区分変更等の申

請件数が増加したことによりまして、今回補正をお願いするものでございまして、１節報酬とい

たしまして介護認定審査委員の報酬、それから１２節役務費として主治医意見書作成手数料を事

務処理手数料として、それから当該の認定調査の委託料として、それぞれ計上いたし、合計

９９万１,０００円を計上いたしております。

それから、２款介護給付費、３項高額介護サービス費でございますが、今年度前半の実績と今

年度から新たに始まります介護と医療費の高額合算制度の開始に伴いまして、高額介護サービス

費の不足が見込まれるため、５００万円の増額をお願いするものでございます。

以上で議案第１２２号についての説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

〔健康保険課長（中村 昭君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 中原建設担当理事。

〔建設担当理事（中原 康壽君） 登壇〕

○建設担当理事（中原 康壽君） 議案第１２３号平成２１年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正

予算（第５号）について御説明を申し上げます。

平成２１年度壱岐市の簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出それぞれ１７８万２,０００円を減額し、歳入歳出そ

れぞれ１２億９１万７,０００円とする。

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算補

正」による。

本日の提出でございます。

２ページ、３ページをお願いいたしたいと思いますが、ここに「第１表歳入歳出予算補正」の

歳入と歳出の部を計上さしていただいております。

続きまして、８ページ、９ページをお開きいただきたいと思います。

２、歳入４款繰入金、１目一般会計繰入金１８８万６,０００円の減額。

８款財産収入、１目不動産売り払い収入で１０万４,０００円は県道湯ノ本芦辺線中野郷西触
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地区内でございまして、水道敷地を県道改良に伴う用地売り払いでございます。面積は、

８.５８平米でございます。

続きまして、１０ページ、１１ページをお願いいたします。

３、歳出。１款総務費、１項総務管理費、２目施設管理費で１９２万８,０００円の減額は、

１４節使用料及び賃借料で永田ダム水質浄化装置の借り上げ料の減額でございます。

１５節の工事請負費につきましては、県道湯ノ本勝本線の改良工事に伴いまして、勝本地区内

でございますが、市道浦海線の配水管布設がえ工事等でございます。

続きまして、２款施設管理費、１項簡易水道施設整備費で、これは予算の組み替えをいたして

おりまして、１２節役務費並びに１４節使用料及び賃借料を減額し、１１節の需用費に増額をい

たしております。これは、埋設表示板等の購入費でございます。

以上で議案第１２３号の説明を終わらせていただきます。

続きまして、議案第１２４号平成２１年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて御説明を申し上げます。

平成２１年度壱岐市の下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出それぞれ７７９万円を追加し、歳入歳出それぞれ３億

７,８３０万６,０００円とする。

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算補

正」による。

第２条、地方債の補正でございますが、地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

本日の提出でございます。

２ページ、３ページに歳入歳出予算補正の歳入の部と歳出の部を計上させていただいておりま

す。

続きまして、４ページをお開きいただきたいと思います。「第２表地方債補正」。１、変更、

下水道事業債の変更でございますが、補正前が３,９７０万円、補正後が４,２８０万円で、

３１０万円の増でございます。これは、事業費の増によりまして、地方債の変更をお願いするも

のでございます。

続きまして、８ページ、９ページをお開きいただきたいと思います。

２、歳入、５款繰入金、１目一般会計繰入金で４５０万１,０００円の歳入のお願いをいたし

ております。これは公共下水道分でございます。

７款諸収入、雑入では、消費税の償還金ということで決算額の見込み額を計上さしていただい

ております。

それから、８款市債につきましては、先ほど市債の変更で申し上げました下水道事業債
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３１０万円の増額を計上さしていただいております。

それから、１０ページ、１１ページをお開きをいただきたいと思います。３、歳出、１款下水

道事業費、２目施設管理費では、予算の組み替えをいたしておりまして、特に１１節の需用費で

修繕料の８０万円はマンホールポンプが故障をいたしまして、１カ所の補修費に予算の組み替え

をいたしております。

１款下水道事業費、２項施設整備費では、７７９万円の増額でございますが、主なものといた

しまして、１３節委託料で、新郷ノ浦港線の改良工事に伴いまして、亀川浸水対策の調査委託料

を１２９万円追加のお願いをいたしております。

それから、１５節工事請負費で６３２万１,０００円の増額は八畑周辺及び元居線の枝管の布

設がえをお願いをいたしまして、加入促進を図るものでございます。

２款漁業集落排水整備事業費、２項施設整備費では、予算の組み替えをいたしておりまして、

委託料を減額し、工事費を増額ということで、これは、かねや旅館付近の管の布設の増設を考え

ております。

以上で説明を終わらしていただきます。何とぞ、よろしくお願いをいたしたいと思います。

〔建設担当理事（中原 康壽君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 山内市民生活担当理事。

〔市民生活担当理事（山内 達君） 登壇〕

○市民生活担当理事（山内 達君） 議案第１２５号平成２１年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計補正予算（第３号）について御説明いたします。

平成２１年度壱岐市の特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６万１,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億８,５７１万円とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

本日の提出でございます。

次に、８ページをお願いをいたします。歳入繰越金につきましては、補正前の額５,８３３万

１,０００円に対しまして、今回１６万１,０００円を前年度繰越金から補正をし財源といたして

おります。

次に、１０ページをお開きください。歳出の介護費でございますが、需用費として、消耗品費

を９０万円計上いたしております。内訳でございますけれども、新型インフルエンザ対策の手袋、

それからマスク、消毒液などでございます。これらは、面会の家族の皆様、それから職員が使用
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する品物でございます。それから、エプロン、介護用品のおむつ、医務室用薬品類、その他消耗

品類でございます。委託料の施設清掃業務費の執行残を減額をいたしまして計上いたしておりま

す。

その下の、通所介護サービス事業１６万１,０００円は、社会保険料のアップに伴うものでご

ざいます。

以上で説明を終わります。

〔市民生活担当理事（山内 達君） 降壇〕

○議長（牧永 護君） 牧山産業経済担当理事。

〔産業経済担当理事（牧山 清明君） 登壇〕

○産業経済担当理事（牧山 清明君） 議案第１２６号平成２１年度壱岐市農業機械銀行特別会計

補正予算（第２号）について説明をいたします。

平成２１年度壱岐市の農業機械銀行特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

第１条で、歳入歳出それぞれ１９６万７,０００円を減額し、歳入歳出それぞれ１億８,６３１万

８,０００円とする。

以下、記載のとおりでございます。

本日の提出でございます。

８ページ、９ページをお開き願います。２、歳入、３款繰越金では、減価償却基金の繰入金を

１９６万７,０００円減額をいたしております。

歳出に移ります。１０ページ、１１ページをお開き願います。１款総務費、１項総務管理費の

１８節備品購入費で１９６万７,０００円を同額、減額をいたしております。これは、減価償却

基金で財源を充当いたして機械を購入をいたしております。今年、トラクター、ハロー等を購入

をいたしました。その入札による減額分でございます。

続きまして、１１節需用費の６００万円の追加並びに１４節使用料及び賃借料でございます。

これは同額、増加減額をいたしておりますが、経済緊急対策事業による高所伐採に係る費用でご

ざいまして、使用料の見積もりが過大であり、燃料費等が不足をいたしますので、追加をいたし

ているところでございます。

続きまして、２７節公課費で消費税の納付金といたしまして、１９６万７,０００円、今年度

より簡易課税から本則課税となりまして消費税の見込みが不足をいたしましたので追加をいたし

ております。

次に、基金積立金、１項基金積立金、旧減価償却基金の積立金を財源として、２１０万

８,０００円を減額をさしていただいております。

以上でございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。
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○議長（牧永 護君） 以上で市長提出議案に対する説明が終わりました。

────────────・────・────────────

日程第２２．請願第１号～日程第２３．陳情第４号

○議長（牧永 護君） 次に、日程第２２、請願第１号壱岐市立病院に関する請願並びに日程第

２３、陳情第４号義務教育費国庫負担制度の堅持に関する陳情を議題といたします。

ただいま上程しました請願第１号及び陳情第４号については、お手元に写しを配付しておりま

すので、説明にかえさせていただきます。

────────────・────・────────────

○議長（牧永 護君） 以上で本日の日程は終了いたしました。

これで散会します。お疲れさまでした。

午後０時07分散会

──────────────────────────────


